
1

e-ビーフNEWS 北の牧場から
e-BEEF NEWS From A North Pasture 月刊情報誌

No.128
発　行

特定NPO環境リサイクル肉牛協議会
〒080-0351 

北海道河東郡音更町字然別
北5線西25番地２

FAX 0155-40-7301

ホルス
市況相場はもちあい状況も、産地相対価格＠1100前後の情報。
販売状況は停滞基調で引合問合せ減傾向。
切落し系の問合せ中心でスソ物も一時より一服感でてきている。
上級部位は非常に鈍く、ヒレとカタロースは特に鈍い印象。
集荷状況は出回り頭数減少傾向から産地間での引き合いは強いが販
売は旧盆休みに向けて決して強くない。
消費停滞感は強いが枝肉単価は一定維持し実需が見えずらい。

経産牛
経産牛出回り頭数は減傾向から特にガリ枝中心に価格は一段高値継続。
バラ系と赤身部位の問合せは継続もそれ以上に枝相場が上昇しており
頭数も減。
挽材の逼迫感は強くなってきており、産地からの値上げ要請も増加。
産地の挽材在庫余裕も少なくなり、販売数量制限の情報もあり。
今年度以降も頭数の回復見込みは弱いことから、物量確保の動きにも
警戒。

東京直近NEWS(7/29　Shi-REPORT）
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冷凍野菜が伸びる 共稼ぎや単身者増で 輸入物シェア３割
7/1：時代の動き
種苗業者 高温耐性の野菜品種開発増7/2：環境に合わせ
農水省 農業経営帯が８８万戸０５年度から４割る減少
7/2：形態変化か減少か
特定農産加工措置法が施行7/2：加工の国産化がどこまで行くか
オーガニックヴィレッジ12④市町村に拡がる7/3：今後に期待
農研機構 飼料設計最安提案プログラムを公開7/3：期待感
政府 豪産ブドウ品種制限撤廃 輸入量2位 国産競合へ
7/5：厳しい
沖縄 和牛子牛相場が全国平均以下続く
7/6：震源地にならなければいいが
農水省 ５月農業物価指数 幅広く資材で高騰続く
7/8：コストアップが
全農、日本ハム 畜産部門の包括連携協定締結 事業効率化
7/10：大手がくっつく
酪農家戸数２４年２月調査 5.6％減 飼料高離農加速
7/10：減少傾向一段と
農水省 大豆長期保管時半額助成 国産の供給平準化に
7/11：課題解決に
農水省 飼料安定基金で補てん単価制度の見直し
7/15：根本財源減
コメ相対価格６月 過去１０年で最高値 端境期需給逼迫
7/17：コメが足りない

和牛枝肉相場が低迷 コロナ前下回る 節約指向響く
7/18：消費低迷が一段と
農作業の熱中症死亡者急増
7/19：爺ちゃんは無理せず
２４年上半期食料品輸出額 3.6％減 水産物禁輸影響7/19：
２３年外国人農地取得が９０ha 国内在住個人企業7/20：
訪日客 ６月単月で最多313万人7/20：円安メリットとリスク
メイズ生産者協会 農水省へ畑地でも子実コーン栽培支援を
7/20：期待
猛暑日 今年最多288地点7/23：酷暑列島
和牛子牛相場低迷で補給金2万円発動7/24：厳しい経営続く
総務省 24/1人口動向調査で日本人最小８６万人減外国人３５万人増
7/25：一段と
配合飼料安定機構 5月飼料価格高値で推移7/25：収まらず
農水省 消費者意識調査 農産物高くても買う２割まで節約指向
7/26：浸透
JA上士幌 十勝ナイタイ和牛のブランド化にオレイン酸５５以上
7/26：オレイン検証
農水省 環境直払いで有機移行期を重点支援7/27：有効か
スマート法基本方針 中小・家族経営等に配慮7/29：反映するか
農水省統計 22年度野菜作付け最小 生産縮小止まらず
7/30：野菜食えなくなる
農水省 コメ在庫６月末156万t過去最少7/31：引き締まる

NEWSばか読み

August 2024

十勝は亜熱帯　　　　　　　　　　
　朝は２０℃と涼しいが、日中は３０℃に達し直射が痛いほど。夕方になり気温の急に下がり涼しい風
が吹いてくるとホッとする。昨年の熱帯夜がよぎる。人も牛もギブアップだ。
　十勝の主産物、小麦の収穫も連日の好天気に恵まれ、収穫も順調で高収量高品質が期待され
る。それに合わせて牛の寝床に使う寝藁も、黄褐色の大きなロールになって牧場に搬入されてき
た。今年は昨年以上に取れたようだ。小麦がいいと農家喜び一段落。しかし、雨が降らず干ばつ気味
で、始まった早イモ収穫では、小粒で収量が悪い。やっとここにきてスコールの様な土砂降りが続く
が、時はすでに遅しだ。
　牧場の牛たちは、去年の反省で暑さ対策が効いたのか、今のところ事故もなく順調。これ以上熱
帯にならないことを祈る。

活動のお知らせ

食肉の生産から食卓までを繋ぐ"日本産肉研究会第34回学術集会　京都大学 第Ⅱ会場
「我が国の牛肉生産の在り方を改めて考える～次世代に残したい畜産を～」
第14回 北海道肉専用種枝肉共励会
北海道畜産公社 十勝工場
第21回資源循環型肉牛生産シンポジウム2024 　帯広畜産大学 講堂
｢脱炭素社会における資源循環型肉牛生産の意義と役割2～耕畜連携における堆肥生産を考える～｣
基調講演 「堆肥の機能性成分と作物生産への活用」(仮)ほか 

9月19日(木)
13:00～17:00
10月31日(木)
10：00～
10月31日(木)
13:00～17:00
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資源循環型肉牛生産シンポジウム 2023 転載・再利用は固くお断りします

話題提供1.「北海道子実コーン組合の取り組みについて」 3回シリーズ②
北海道子実コーン組合 日本メイズ生産者協会　小森 鏡紀夫氏

左先生の畜産学研究NEWS

1.肉用牛研究会報117号(2024.6)
原著論文：黒毛和種雄子牛とF1交雑種初生牛の体重や
価格に影響を与える遺伝的および環境的要因について
の検討(加藤陽平他、青森県三八地域県民局) 
　青森の家畜市場で取引された黒毛和種子牛3.5万頭と
F1交雑種初生牛2万頭の市場成績(体重、価格・単価)に影
響する種雄牛，母牛の産次、審査得点、育成農家などの要
因を統計分析しました。黒毛和種子牛の体重,価格の遺伝
率は0.34,0.44でF1交雑種初生子牛のそれは0.20,0.23
でした、種雄牛の後代への改良予測を推測する期待後代差
は育種価の１/2とされていますが市場成績との相関係数
が0.6程度で、種雄牛の遺伝的能力はF1交雑種子牛の市場
成績を参考に出来るようです。

2.畜産技術829号(2024.6)　
(1)国内情報：牛よし・人よし・社会よし”三方よしの近江牛”
～将来にわたり「選ばれる近江牛」づくりへのチャレンジ～
(内本智子、滋賀県農政水産部) 
　近江牛のブランド力の強化に滋賀県の近江商人の精神
「三方よし」を取り入れました。「牛よし」は牛のアニマル
ウェルフェアに準拠した飼育。「人よし」は牛肉の品質と人
の健全性、動物薬の適正使用。「社会よし」は生産環境の
保全、耕畜連携とGHG削減です。
(2)海外統計DATA：米国農務省2033年世界農産物需
給見通し(2024年2月)(木下良智、公財：日本食肉生産
技術開発セ)
 2033年までの世界の食肉輸出量は鶏、牛、豚肉の順に
多く、牛肉の世界最大輸出国はブラジルで2033年には
380万tに増加見込みです。次いで豪州、米国の順ですが

豪州は干ばつの影響で2033年まで伸びが鈍化します。
世界の牛肉輸入量はアジア市場の需要で2033年に
1,300万tまで増加します。2033年には中国、米国、韓国、
日本の順の見込みです。

3.畜産技術830号(2024.7)
(1)研究レポート2：黒毛和種の飼料利用性と発育や枝肉形
質の関連性についての調査(浅田正嗣、家改セ十勝牧場)
肉用牛の飼料利用性を育種改良の現場後代検定では余
剰飼料量(RFI)との概念が使われます、以前のNews118
号で紹介しましたが、RFIは代謝体重と日増体から計算さ
れます。黒毛和種の現場後代検定の評価ではRFIは枝肉
形質との遺伝相関は低いものの枝肉の皮下脂肪厚はRFI
の大きいクラスでは皮下脂肪が厚い傾向があり、RFIによ
る評価は飼料費低減に有効と思われました。
(2)技術情報：超極早生サイレージ用トウモロコシ品種｢
ハヤミノルド｣と、幅広い利用が可能なトウモロコシ品種
「トレイヤ」(黄川田智洋、北農研セ)
国産粗飼料増産の機運でサイレージ用トウモロコシの栽
培が注目されていますが、国内のトウモロコシは外国導入
品種が多く、主に道北の低温・寡日照で収量不安定さが
あり北農研が栽培限界地帯向けの超早生品種「ハヤミノ
ルド」とイアコーンサイレージ向けの高雌穂収量品種「ト
レイヤ」を育成しました。「ハヤミノルド」はデント×フリン
ト系超極早生で5月播種9月WCS収穫、道北、根釧地区
に適です。「トレイヤ」も同系ですが早生の晩で、イアコー
ン利用や子実利用の道央、十勝地域に適です。


